
No.1

ｱﾝｹｰﾄ回収率53％

令和5年度1月調査

2-2)「入院時情報共有ｼｰﾄ」の運用に関することやその他意見

・ｱｾｽﾒﾝﾄ表とﾌﾟﾗﾝを持参（病院側から訪問を断られたら送る）。

・本人の状態の詳細の所、記入欄にもう少しｽﾍﾟｰｽがあるといいです。

・情報共有ｼｰﾄに記載する時間がなく、ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄを使用することが多いです。

・文字の大きさの変更ができない事が不便に感じます。

・ｼﾝﾌﾟﾙで記入しやすい。必要な情報も網羅されている為、入院時の連携が業務の負担感少なく積極的に行える

ようになった。

・遠賀中間地域以外の病院の連携ｼｰﾄは、ｿﾌﾄ内に入っているものを活用している。情報が共有できているので

入力時間の削減ができる。

・地域連携として情報を共有できるｼｰﾄがあるにも活用していないことについては大変恐縮に思っていますが

できるだけの情報をお伝えしたいので、基本情報とｱｾｽﾒﾝﾄ、普段に作成している書類を活用してしまうことが多いです。

・既往歴等枠を大きくさせたい。たくさん病歴がある人は入りきれない。ｻｰﾋﾞｽ種類のところを自由記載にしたい。

宛名の文字がもう少し入るようにしたい。

3-2)③④⑤と答えた方：送付に至らなかった理由

・特に問題のない方は情報共有ｼｰﾄで十分記載できますが、ご家族との連絡方法や状態においても認知面、精神面

こだわりや背景をお伝えしてた方が、より良いのではないかと思われる方については情報記載欄が少ないことと

迅速な記載ができないことから、活用の機会が減ります。

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　居宅介護支援事業所

②知らなかった, 
0, 0%

①知っている, 
21, 100%

1)遠賀中間地域の医療機関、居宅介護支援事業所及び地域包

括支援ｾﾝﾀｰ、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ間で統一した書式を作成して

活用していることを知っていますか

無回答, 1, 5%

②統一書式

以外（事業所

で作成したも

の等）を使用

している, 8, 
38%

①統一書式

を使用して

いる, 12, 
57%

2-1）遠賀中間地域内の情報連携において統一して運用

している書式である「入院時情報共有ｼｰﾄ」の使用について

⑤全く実施して

いない, 0, 0%

④あまり実施して

いない, 1, 5%

③半分程度は

実施している, 
0, 0%

②概ね実施

している, 11, 
52%

①全ｹｰｽに

実施している, 
9, 43%

3-1)入院時における「ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰから入院医療機関」への

情報提供について



No.2

ｱﾝｹｰﾄ回収率53％

令和5年度1月調査

4-2）退院時の情報連携や「退院時情報共有ｼｰﾄ」に関すること等の意見

・ｻﾏﾘｰは受け取ることがほとんどですが、退院時情報共有ｼｰﾄは受け取ったことはありません。

・退院前ｶﾝﾌｧﾚﾝｽが開催される場合は、直接病院との連携がはかれるが、開催されない場合は、情報共有が

難しかったり、電話だけでは十分な情報を聞き取れないこともある為、ぜひ退院時情報共有ｼｰﾄを頂きたい。

・独自の書式で提供いただくことの方が多く、退院時情報共有ｼｰﾄはあまり使用していないように思います。

・入退院の特別なときではなく、平時より誰もが解りやすく使用できたら、入院時も更にｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰな連携が図れる

のではないかと日々思います。

・以前はもらっていたが、最近頂いてない。全ｹｰｽ頂いていない。

・看護ｻﾏﾘｰ等での情報提供はあるが、退院時情報共有ｼｰﾄでの情報提供はほとんど無い。

・ｻﾏﾘｰ、ﾘﾊ添書はいただくが、「退院時情報共有ｼｰﾄ」はもらったことはありません。

・ｻﾏﾘｰや診療情報、ﾘﾊﾋﾞﾘ添書は提供を受けている。

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　居宅介護支援事業所

無回答, 0, 0%
⑤ほとんど情報提

供はない, 1, 5%

④あまり情報提供

はない, 0, 0%

③半分程度のｹｰ

ｽは情報提供があ

る, 1, 5%

②概ね情報

提供がある, 
16, 76%

①該当する全

ｹｰｽに情報提

供がある, 3, 
14%

4-1)退院時における「入院医療機関からｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ」への

書面での利用者情報の提供について



No.3

ｱﾝｹｰﾄ回収率53％

令和5年度1月調査

5-1-ⅰ)①と答えた方：特に留意されている点

・情報は全て提供させて頂いています。

・ｱｾｽﾒﾝﾄ、家族との関係性等。

・入所の経緯やｷｬﾗｸﾀｰ等を伝えるようにしている。

・ADLや認知症の症状を伝えるようにしている。

・ご利用者、家族への了解を取る。

・担当の方が継続して問題なく生活できるように、細かな生活面全般での（特に気を付けることはしっかりとつなげる

ように）情報提供に努めている。

・今までの生活歴、ご本人の持つｽﾄﾚﾝｸﾞｽの情報提供。

・ご本人、ご家族の思いやこだわり、背景、今後の見通しで心配と思われること等をできるだけお伝えできるように

努めています。

・今回は入所された方がいらっしゃらない。

・ADL、IADLの記載とｋｐについての明確化。

・本人様の経歴、薬情報、病歴、家族関係等

5-1-ⅱ)②と答えた方：特に留意されている点

・ｷｰﾊﾟｰｿﾝの確認。

・生活上の注意点。ADL。病歴。

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　居宅介護支援事業所
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5-1-ⅱ)②と答えた方：どのような施設に情報提供していますか

④情報提供は

していない, 1, 
4%

③要望時には

情報提供して

いる, 6, 26%

②入所施設に

よっては情報

提供している, 
2, 9%

①全ｹｰｽ情報

提供している, 
14, 61%

5-1)在宅（自宅）から高齢者施設

（特養・老健・有料老人ﾎｰﾑ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなど）への入所時に

書面での情報提供を行っていますか



No.4

ｱﾝｹｰﾄ回収率53％

令和5年度1月調査

5-2)意見

・今までの状態や状況がわかる事で、施設での対応が困難な事なく対応できると思う為。

・入所時必ず面談をされるので、情報は入手出来るし、個人情報の保護から、ｹｱﾏﾈは伝える事は無いと思います。

・信頼関係構築や、BPSDに対応しやすくなると思っている。

・場所、人が変わる事で、これまで通りでない事もあるが、ご本人が不安なく過ごせる様、個別性のある施設計画

作成に活かしてほしい。

・担当し関わらせていただいた方の分岐点であるので、精一杯ﾊﾞﾄﾝﾀｯﾁをしてゆきたいと思います。

・気をつけてほしい事など、しっかり伝えられるので、必要だと思います。

・今までの生活歴等把握しておいて頂いた方が、その利用者との関係づくりや施設での今後の生活にﾌﾟﾗｽになると

思われるため必要と思います。

・在宅での様子や家族関係は入所後も知っておいた方が良いので。

・施設側と必要度に任せている。

・病状やADLに配慮してもらうために必要だと思います。

・環境が変化してもｽﾄﾚｽが少なく生活できる為。

・本人が早く慣れる為に活用してほしい。

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　居宅介護支援事業所

無回答, 0, 0%
b.必要ない, 

1, 5%

a.必要, 20, 
95%

5-2)高齢者等施設への入所時の情報提供の必要性



No.5

ｱﾝｹｰﾄ回収率53％

令和5年度1月調査

6)医療職・介護職間の連携体制について気づいた点・その他意見

・6年度から看取りも含めﾀｰﾐﾅﾙ加算が15件になっておりますが、入院していると、ご家族が希望していても、なかなか

在宅に戻す先生があまりいらっしゃいません。ご家族の状況や介護力を知っているのはｹｱﾏﾈですので、医療と連携

させて頂いて、ご高齢の方は特に自宅に戻す事も考えて頂きたいです。在宅医との連携の構築は出来ていますので

ｽﾑｰｽﾞな調整が出来ればと思います。

・以前に比べると医療との連携が取りやすくなったと思います。介護保険に対し、理解ある医師が増え、ありがたいな

と思います。

・病院によっては、ﾘﾊﾋﾞﾘ目的の転院日（他のHPへ）を尋ねても「病院からCMさんへは連絡しないので、ご家族から

聞いて下さい。」との対応のところがあり、連携が上手くできないことがあった。

・連携体制については特に意見はありません。研修案内等頂いてありがとうございます。

・毎年のｱﾝｹｰﾄで特に進展があった内容や、よい方向に情報提供について取り組めている内容などがあれば、

具体的に知りたいです。

・いつもいろいろな発信をいただき勉強になります。今後共よろしくお願い致します。

・MCSを活用できる事業所がもっと増えると業務効率も上がり、情報共有ｽﾋﾟｰﾄﾞも増やすため、利用者にもﾒﾘｯﾄが

あると思います。

・MCSはとても助かっています。介護事業所とも今後連携が密になっていけたらと思います。

「入退院時情報共有シート」についてのアンケート　居宅介護支援事業所



ｱﾝｹｰﾄ回収率53％

令和5年度1月調査

できるだけの情報をお伝えしたいので、基本情報とｱｾｽﾒﾝﾄ、普段に作成している書類を活用してしまうことが多いです。


